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当事業本年度の取組と5年間の活動や成果について報告がなされた。
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平成 30 年度 千葉科学大学 COC 最終成果報告会 外部出席団体 一覧

1 ㈱阿天坊 18 千葉県立銚子高等学校 35 銚子ジオパーク推進市民の会

2 犬吠埼ホテル 19 千葉県立小見川高等学校 36 銚子市漁業協協同組合

3 AIG ㈱つくば支店 20 千葉県立匝瑳高等学校 37 銚子市社会福祉協議会

4 海上保安友の会銚子支部 21 千葉県立東総工業高等学校 38 銚子市町内会連合協議会

5 金島建設㈱ 22 銚子市立銚子高等学校 39 銚子信用金庫

6 ガラスリソーシング㈱ 23 ちばみどり農業協同組合 40 銚子商工信用組合

7 木村プログレス工業㈱ 24 ちばみどり農業協同組合銚子支店 41 銚子青年会議所

8 聖徳大学 25 銚子市総務課危機管理室 42 銚子倉庫㈱

9 CIS 学生支援の会 26 銚子市水産課 43 銚子中心市街地活性化研究会

10 銚子商工会議所 27 銚子市農産課 44 銚子スポーツコミュニティー

11 鈴木海苔㈱ 28 銚子市社会教育課 45 ㈱つくば保険事務所

12 大学おうえん協議会 29 銚子市郷土史談会 46 信太義晴建築研究所

13 宝醤油㈱ 30 銚子市文化財・ジオパーク室 47 東庄町役場

14 多古町役場 31 銚子市観光協会 48 ㈱渡辺冷凍機

15 千葉銀行 32 銚子市シルバー人材センター 49 銚子チアーズ

16 千葉銀行銚子支店 33 銚子市議会議員 50 大衆日報社

17 千葉県銚子水産事務所 34 銚子市議会事務局 51 千葉日報社
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１）本年度の具体的な内容
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２）千葉科学大学ＣＯＣ地方創生推進協議会

所属 役職 氏名 備考

銚子市 市長 越川　信一 会長

銚子市議会 議長 地下　誠幸 副会長

銚子商工会議所 会頭 宮内　智 副会長

千葉科学大学　 学長 木曽　功 副会長

銚子市観光協会　 会長　 吉原　正巳

銚子市漁業協同組合 代表理事組合長 坂本　雅信

ちばみどり農業協同組合 代表理事組合長 間渕　誠一

銚子市町内会連合協議会 会長　 宮﨑　光子

銚子市社会福祉協議会 会長　 伊東　好雄

銚子青年会議所 理事長 大木　啓嗣

銚子商工会議所産官学連携研究特別委員会 委員長 松本　恭一

銚子中心市街地活性化研究会 会長 川津　光雄

平成３０年度　第１回千葉科学大学ＣＯＣ地方創生推進協議会

日　時：平成３１年２月２０日（水）１６：００～１７:００

場　所：千葉科学大学　マリーナキャンパス　看護学部棟２階　会議室１･２

次　第：１．開会のことば・挨拶

　　　　２．会長挨拶

　　　　３．協議 

　　　　　①　千葉科学大学ＣＯＣ地方創生推進協議会構成員（案）について

　　　　　②　平成３０年度ＣＯＣ地方創生推進事業の外部評価について　  　

　　　　４.　報告

　　　　　①　ＣＯＣ地方創生推進事業達成状況について　　　　　　　　　

　　　　　②　ＣＯＣ+事業の活動紹介について　　　　　　　　　　　　     

　　　　　③　その他

　 ５．閉会のことば・挨拶

平成30年度千葉科学大学ＣＯＣ地方創生推進協議会　構成員名簿
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 ３）千葉科学大学エクステンションセンターの活用
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４ ）  銚子市を題材とした卒業研究
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銚子地域の「全体マネジメント」を目指した地域活性化活動
―「銚子青魚ブランド化委員会」の活動と顕在化する課題 ―

１ 目的と概要
１．地域の産業（農業，漁業，観光，商業等）の業績向上の実践と提案
　　 地域の産業を振興させるには，部分的な取り組みばかりではなく銚子全体として最もよい状況（全体最適）をつくりだすことが必須である。そのためには，

銚子の未来像をどのように描いたらよいかについて，本科目履修メンバーで「発想」を磨きあう。
２．「全体最適化」視点によるブランド力向上のための実践と提案
　　 銚子市の重要観光資源の一つである通称「銚子電鉄」と地域の商店等のブランド力向上は，本年度も研究対象である。それに加え、さらに幅広く農業関係，

漁業関係　等のブランディングについてもその取り組みを検討し実践する。
授業
　地域ブランドの概観（⒈ 地域ブランドとは何か　⒉ 地域ブランドとマネジメント　⒊ 地域ブランドモデル　⒋ 地域ブランドの有形・無形資産　⒌ ブランド・マーケティング）
プロジェクト
　 ⒈  他の地域活性化に取り組む団体等との打ち合わせ　⒉ 企業ブランドと地域ブランドについて，それぞれのブランド構築（ブランディング）について基礎的
な学習　⒊  同時に，ブランディングの対象となる企業等と打ち合わせを重ねたブランディングの実践　⒋ 研究成果のまとめと発表

２「プロジェクト1（P1）」，「プロジェクト2（P2）」は，同時進行中。　　　　　　　
本プロジェクトの地域ブランディング研究としての位置づけ

地域保有の資産価
値をどうのように
高めたらよいか，
受け手の満足度を
より高める活動。

企業のブラ
ンド構築と
関連づけた
地域ブラン
ドの構築。

地域ブランドのマネジ
メント領域，①「行きた
い」，②「買いたい」③
「住みたい」＋④「交流
したい」①～④の融合的
な価値提案が必須。

3 地域ブランドの創造と「プロジェクト1（P1）」，「プロジェクト2（P2）」
 コーポレート（企業）ブランドの最大の役割

　　自社を他社と区別させ，圧倒的な存在感を確立させること。顧客視点からは，そのブランドでなければ味わえない体験を約束してくれるもの。
 地域ブランドの構築
　　 「売れる仕組みづくり」がマーケティング領域と捉えると，「売れ続ける仕組み」がブランド構築である。つまり，地域ブランドの構築は，単発的なセールス

活動ではなく，くり返し買ってくれる，くり返し訪れてくれる，結果としてその地域に住みたい，と思ってくれる取り組みである。

① 銚子漁港の年間水揚げ量は，7年連続全国1位である。2017年度は，主力のサバやイワシが好調であり，特に青魚の中でもサバの水揚げ量が多いことから，
地域発商品として「銚子サバのブランド化」を目指すことになった。

④未だ計画の段階であることから，実現されていない。

③ 価値伝達の一手段として，イベント実施を計画した。2018年度の計画は、成田空港から外国人観光客や日本人観光客を対象としたツアーイベントで
ある。前者向けのコースとして、以下が考えられた。
　　⑴ 成田空港から佐原の歴史的町並み見学　　　　　　　　⑶ 銚子市内の観光、ウォッセ（お土産）
　　⑵ 銚子電鉄を利用し犬吠崎駅で試食とアンケート調査　　⑷ 成田空港という設定である。これは、現段階で旅行代理店と打合せや交渉を重ねている段階である。

② 平成29年12月14日、市内の各産業から多くの参加者が集まり本学教職員とあわせ委員会が設立された。そこでは冷凍サバが様々な形で調理され、サバ
料理の試食会を兼ねるものとなった。試食後の参加者の感想として、「地元でも味わったことのない圧倒的な旨味に感動」と身近な食材が多くの参加者に
より見直される機会となった。この状況が「サバのブランド化」に向けた出発点となっている。
　それ以来、今日まで地元の飲食業者、観光関係者、本学教職員が中心となり銚子サバのブランド化の実現に向け検討が重ねられている。
　 委員会では、平成30年の秋には、第1回目の銚子サバのイベント実施計画がすすめられている。地域の新たな価値創造は、産官学の連携が必須であり、
それが重要な要素であることを実感している。

プロジェクトの成果
①現場のマネジメントを知る学生
　 委員会開催時の参加者は，地元の飲食業者、観光関係者、本学学生，本学教職員が中心であるが，特に学生には，教科書では学び難い企業現場でのビジネスの
厳しさを感じとっている成果があげられる。（特に，上記「3.③」の場面である。）　委員会と旅行代理店との交渉場面は，その一例である。
②プロジェクト学習を通じて，参加者相互の結束が強まる
　 組織で大きな成果が発揮されるには，メンバー相互の士気（モチベーション）の高まりが重要な要素となる。今回の参加メンバーによってつくられた自然な雰
囲気は，企業でいえば，大きな力を生み出せそうなワクワクする職場に近く，インナーブランディングに関する実地学習の場ともなっている。

展開・今後の課題
今日までの委員会活動において，顕在化してきた最も重要な課題は以下の通りである。
安全対策が十分に施された美味しくかつ安全な銚子サバをいかに情報発信するか。現在ではそれが単純な情報伝達とならないようニュー
ス性を高め、注目されるプレスリリースにするための工夫に取り組んでいる。

プロジェクト1　「銚子青魚ブランド化委員会」
―  ブランド構築までの過程  ―

平成30年2月16日～平成30年9月19日　（8回の委員会を開催）

有形・無形の資産 価値の最大化 パブリシティの効果 集客・経済効果　地域活性化に貢献

① 地域資源 ② 価値の創造 ③ 価値の伝達 ④ 価値の実現　ブランド構築と維持

千葉科学大学 危機管理学部 教授：八角憲男
プロジェクト参加メンバー：澁谷和希，舘祐樹，野口裕矢，辻井時也，　桝岡由起夫，グエンダッククアン，グエンドックトゥ，マイバンダット

地
域
ブ
ラ
ン
ド
資
産

有形
資産

生活基盤資産 教育機関，医療機関，企業，商業施設，道路，交通など。（「P2」で一部が進行中）
生活利便性資産 衣食住に関する生活のしやすさ，子育て環境など。
歴史文化資産 歴史的遺産，歴史的ストーリー，地域独自の芸能など。

無形
資産

食文化資産 地域特有の食べ物とそのおいしさ，料理店数と接客など。（「P1」で上記が進行中）
共同社会資産 多様な人々が自然に形成した社会（社会人教室など）。
自然資産 自然環境資産や美しい町並みなど。
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フォローアップ（選定時の申請書における達成目標の進捗状況）

【教育】

大学名：千葉科学大学  

事業名：防災・郷土教育を積み上げた、人に優しく安心して住める地域創り  

H26現状
（H26年度始め）

H26達成状況
（H26年度末）

H27現状
（H27年度始め）

H27達成状況
（H27年度末）

H28現状
（H28年度始め）

地域を志向する科目数 現状、防災教育論/市
民防災論/地域環境保
全論/ボランティア活
動の4科目開講。

地域志向の基幹科目で
ある「銚子学」の設計完
了し、H27年前期から2
学部でスタートさせる
準備がほぼ完了した。

「銚子学」についてい
よいよ3学部中、2学部
で5月から開始させる
めどが付いた。もうひ
とつの新設科目である
「プロジェクト学習」の
新設開講準備を開始さ
せる段階になった。

Ｈ28年度から1学科に
おいて「銚子学」の必修
化を決定した。「プロ
ジェクト学習」科目に
ついてＨ28年新入生か
ら開設した。

基幹科目の「銚子学」の
危機管理学部1学科で
の必修化と残り4学科
及び薬学部2学科で選
択科目として開講させ
る。「プロジェクト学
習」は地域志向研究経
費ともリンクさせてト
ライアル実施する。

「銚子学」の段階を踏ん
だ実施および「銚子学」
用教科書の作成

平成26年度は、「銚子
学」の開講に向けて、
「銚子学」編集ＷＧで検
討を進める。

編集ＷＧは銚子学ＷＧ
と一体化し、H27新規
開校準備を進める中で
依頼講師や内容案が固
まったことから、準備
が概ね整ってきた。

H27年「銚子学」の開講
状況と並行して教科書
作成の準備を行う予定
をたてた。暫定版の作
成試行をＨ27年度中に
行うことを目標として
いる。

H27「銚子学」の開講状
況と並行して教科書作
成の会議を進め、サン
プル版の目次を完成さ
せた。

平成28年度中に、「銚子
学」の教科書のサンプ
ルを教員側部分を完成
させる。市民執筆部分
を進捗させる。

地域の課題発見・解決プ
ロジェクト数

平成26年度は、「プロ
ジェクト学習」の開講
に向けて、「新設科目の
開発推進ＷＧ」で検討
を進める。地域と連携
した活動実績がある危
機管理学部や学生団体
（防災・防犯、郷土教育、
ボランティア等のサー
クル）によるトライア
ル活動を実施する。

「プロジェクト学習」Ｗ
Ｇを組成・設置し検討
を進めた。ＣＯＣＷＧ
教職員によってまち歩
きを志向し、地域の課
題発見解決プロジェ
クトのイメージを探り、
次年度に繋げた。

Ｈ27年地域志向教育研
究経費においても重点
的に配分することで実
施数を5件以上行うこ
とを目標とする。

Ｈ27年地域志向教育研
究経費において10件を
採択した。「プロジェ
クト学習」科目に繋が
る知見を獲得した。

H28年地域志向研究経
費でも引き続き5件以
上を採択すると共に、
プロジェクト学習に繋
がるテーマの発掘に努
める。

地域志向の研究テーマ数 卒業研究の題目に「銚
子市」を含むテーマ数
は、平成25年度（例と
して、危機管理システ
ム学科）は6件である。

各学部の卒研究数合計
は10件

各学部の卒研究数は15
件を目標とする。

危機管理学部における
卒業件数での「銚子市」
を含む件数は16件と
なった。危機管理シス
テム学科が中心となる。

卒業研究の対象地域を
「銚子市」とするテーマ
数20件を目指す。
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H28達成状況
（H28年度末）

H29達成目標
H29達成状況
（H29年度末）

最終年度達成目標 最終年度達成状況

基幹科目の「銚子学」は
危機管理学部1学科で
の必修化と残り4学科
及び薬学部2学科で選
択科目として開講させ
た。「銚子学」を引き継
ぐ次の科目である「プ
ロジェクト学習」はト
ライアルを実施し、次
年度からの開講準備が
終了した。

「銚子学」について、危
機管理学部の4学科に
ついて必修化を行なう。
薬学部の必修化に向け
た準備を行なう。「プ
ロジェクト学習」は科
目として新規開講させ
る。

「銚子学」について、危
機管理学部の4学科に
ついて必修化を実施し、
次年度からは残り1学
科も必修化とする準備
ができた。薬学部及び
看護学部ともに次年度
からの必修化に向けた
準備が終了し、いよい
よ全学部必修化を行な
う準備を整えることが
できた。銚子学に次ぐ
2・3年生が履修する
「プロジェクト学習」は
科目として新規開講し、
実際に4グループで学
習が行なわれた。次年
度には他学科履修では
なく3学部全員が履修
可能な一般基礎科目と
して開講する準備がで
きた。

左記科目は危機管理学
部中心。平成30年度ま
でに全学部生を対象と
した『銚子学』、『プロ
ジェクト学習』の2科目
を新設する。

平成30年4月から、全学部1年生（危機管理学部、
薬学部、看護学部）に対して『銚子学』を必修化し
た。『銚子学』の2･3年次生に対する後継科目であ
る『プロジェクト学習』についても、平成30年4月
より一般教養科目として設置し、全学部生の履修
可能とし、計画通り目標を達成した。また、この
2つの大きな新設科目のほか、地域を志向する科
目としては、既存の多彩な科目の中で銚子地域を
題材にすることが行なわれ（例：『企業経営危機論
Ⅳ』等）、大学全体として教育における地域志向の
理念が浸透した考えられる。

「銚子学」の教科書につ
いて、教員側の執筆部
分だけでなく、市民側
の執筆部分もほぼ完成
させた。

「銚子学」の教科書（29
年度版）を、「銚子学」
の授業で1年生に配布
する。

「銚子学」の教科書（平
成29年度版）を作成し、

「銚子学」の授業で1年
生に配付した。1年生
に対して教科書に関す
るアンケート調査を行
い、74名から回答を得
た。アンケートの結果
及び教科書作成の背景・
プロセスについて、日
本安全教育学会第18回
岡山大会において口頭
発表した。

ＷＧの検討により、薬
学部・危機管理学部は
平成27年度以降に取り
組む。最終的に平成30
年度に完成させる。

「銚子学」の教科書（平成30年版）を作成・販売し、
「銚子学」（1年生）の授業で使用した。

H28年地域志向研究経
費 で は、9件 採 択 し、
プロジェクト学習に繋
がるテーマも3件実施
した。2月に実施した
ＣＯＣの成果報告会で
も学生が発表し、プロ
ジェクト学習のトライ
アルの成果を出した。

H29年地域志向研究経
費で8件程度採択し、
プロジェクト学習に繋
がるテーマも2件程度
実施するほか、地域志
向研究経費以外でのプ
ロジェクト学習も実施
する。

H29年地域志向研究経
費で8件採択し、その
うちプロジェクト学習
として行なうテーマが
2件行なわれた。地域
志向研究経費を用いず
に行なわれたプロジェ
クト学習は2件あった
（危機管理学部、薬学
部）。「プロジェクト学
習」科目として単位認
定された学生数は14名
の履修者に対して14名
であり、彼ら自身、地
域の理解と共にコミュ
ニケーション能力をは
じめとする力を獲得し
たと表明しており、有
意義であった。

平成26年度のトライア
ル授業では、5グループ
程度のプロジェクトか
ら始めて、平成30年度
までに10グループ程度
のプロジェクトを目指
す。薬学部生・看護学
部生の参画により、地
域看護や在宅薬局等々、
多様な地域課題の解決
に繋げる。

H30年地域志向研究経費で7件採択し、そのうちプ
ロジェクト学習として6件行なわれた（指導教員は
危機管理学部、薬学部、看護学部の全学部から）。
地域志向研究経費を用いずに行なわれたプロジェ
クト学習は2課題で、合計8グループが実施した。
「プロジェクト学習」科目として単位認定された学
生数は43名の履修者に対して40名である。ＣＯＣ
のテーマやそこからの発展、あるいは地域の課題
を前年の学習を踏まえ深掘りし、ＣＯＣ+事業で
千葉大学シンポジウムでそれらの学生たちが発表
するなど、本学学生たちの地域への理解と学習を
通じた社会人基礎力をはじめとする学生の成長が
見られ、大きな成果をあげたと考えられる。

危機管理学部における
卒業件数での「銚子市」
を含む件数は24件と
なった。危機管理シス
テム学科だけでも15件
である。

卒業研究の対象地域を
「銚子市」とするテーマ
数25件を目指す。

卒業研究の対象地域を
「銚子市」とするテーマ
数は、危機管理学部危
機管理システム学科で
11件、危機管理学部全
体では26件が挙げられ
た。一方、銚子以外の
地域（近隣の旭市をは
じめ）をテーマや対象
とした卒論は、危機管
理システム学科で20件
数えられ、学生の出身
地域をテーマとしたも
のも多く見られたこと
から、広い意味での地
域志向の取り組みが全
体として定着化してい
ると考えられる。

卒業研究の対象地域を
「銚子市」とするテーマ
数を、平成30年度まで
に全学部で30件を目指
す。

卒業研究の対象地域を「銚子市」とするテーマ数
は、全部で26件、危機管理学部全体では22件挙げ
られた。一方、銚子以外の地域（近隣の神栖市や
匝瑳市をはじめ、学生の出身地域が中心）をテー
マや対象とした卒論は、危機管理システム学科だ
けでも15件数えられ、ＣＯＣ対象の銚子市に限ら
ず、学生が自身に関連した地域に対する関心や研
究志向が昨年度に引き続き定着化したことは広い
意味でＣＯＣ活動の成果といえると考える。

52



【研究】

H26現状
（H26年度始め）

H26達成状況
（H26年度末）

H27現状
（H27年度始め）

H27達成状況
（H27年度末）

H28現状
（H28年度始め）

定期的な勉強会の開催 平成24・25年度は、有
志だけでの打合せを不
定期で年2回ずつ行った。
平成26年度は、防災ま
ちおこし研究会を発足
させるための準備期間
とする。

防災まちおこし研究会
の設立準備に関する打
ち合わせを3回（10月、
12月、1月）行った。

防災まちおこし研究会
の勉強会を年4回（5月、
7月、10月、2月）開催
することを目標とする。

防災まちおこし研究会
の研修会ならびに勉強
会を年8回（5、6、8、10、
11、12、1、2月）開催した。

防災まちおこし研究会
の勉強会の内容を、話
題提供、防災ワークシ
ョップ、アイデア会議
等とし、年4回開催する。

防災まちおこし関連情
報の発信

平成25年度は、住民意
識調査の成果を、銚子
市のホームページを通
じて公表したものの、
散発的な情報発信にと
どまっている。

防災まちおこし研究会
の活動報告を大学ホー
ムページで公開するた
めの準備を行った。

防災まちおこし研究会
の勉強会（年4回）の開
催結果報告を大学ホー
ムページで適宜公開す
ることを目標とする。

防災まちおこし研究会
の勉強会だけでなく、
ＮＨＫと連携した防災
教室の開催などを実施
し、大学ＨＰで周知す
ることができた。新た
にリーフレットを活動
結果として作成し、情
報発信させている。

防災まちおこし研究会
自体のＨＰを開設し広
く市民や社会に発信す
ると共にコミュニケー
ションのプラットフォ
ームとする。

地域への研究成果の還元 屏風ヶ浦を構成する犬
吠層群の層序・編年研
究を開始する。

屏風ヶ浦を構成する犬
吠層群の層序・編年研
究については、100％
終了した。

研究結果を、銚子市が
主催する「銚子ジオパ
ーク講座」や、本学学
生、地元の義務教育、
さらには関心のある地
域の方々に還元する予
定である。

これまでの研究成果
を、「銚子ジオパーク
講座」で解説し、関
係 者 へ の 周 知 を は
か る こ と が で き た。
これにより関心のある
市民への還元ができた
と考えられる。

これまでの基礎研究の
成果を、引き続き「銚子
ジオパーク講座」等で
解説し、関係者への周
知をはかる予定である。
あわせて本学の「銚子
学」や、地元の教員研
修、さらには生涯教育
の場において研究成果
の還元を行う予定であ
る。

教育支援 銚子ジオパークを利用
した小学校・中学校、
及び生涯学習における
リテラシー教育法を開
発し、複数回実践する。

小学校・中学校、及び
生涯学習におけるリテ
ラシー教育法の開発に
ついては、80％程度達
成できた。

これまで数多く実践し
てきた銚子ジオパーク
を利用した郷土への愛
着を育成する教育を、
関心のある地元の教員、
小・中学校の児童・生
徒、生涯学習の場にお
いて実践する。

本学が支援して実践し
てきた銚子ジオパーク
を利用した郷土への愛
着を育成する教育を、
希望した教員や地元の
小・中学校、さらには
生涯学習の場の概ね30
％程度について実践す
ることができた。

本学が支援して実践し
てきた銚子ジオパーク
を利用した郷土への愛
着を育成する教育を、
銚子市の教育委員会と
連携して、地元の小・
中学校の80％程度を目
標に、実践する。併せ
て、関心のある教員や
生涯学習の場で概ね30
％程度を目標に実践す
る。
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H28達成状況
（H28年度末）

H29達成目標
H29達成状況
（H29年度末）

最終年度達成目標 最終年度達成状況

防災まちおこし研究会
の勉強会を年4回（5月、
8月、10月、11月）開催
した。

防災まちおこし研究会
の勉強会の内容を、話
題提供、防災ワークシ
ョップ、アイデア会議
等とし、年4回開催する。

防災まちおこし研究会
の勉強会（全体会：8
月、個別会：4月、5月、
6月、12月、1月）を行
った。そこで協議した
結果を踏まえて、犬吠
埼ホテルとの協力連携
による防災啓発フード
メニューの企画・開発
と試食会（日時：3月24
日、場所：犬吠埼ホテ
ル）・期間限定販売（日
時：3月8～15日、場所：
犬吠埼ホテル）の実施、
銚子ジオパーク推進協
議会との協力連携によ
る防災ジオツアーの試
行（日時：10月4日、場
所：銚子市内）及び検
討会議（日時：1月24日、
2月14日、3月20日、場
所：銚子市青少年文化
会館）を行った。

平成27年度以降、勉強
会を年4回（3ヶ月に1
回）の頻度で定期的に
開催する。

防災まちおこし研究会の勉強会を年6回（5月2回、
6月、9月、11月、1月）を行った。そこで協議した
結果を踏まえて、銚子ジオパーク推進協議会との
協力連携による防災ジオツアーの試行（日時：7月
1日、場所：銚子市内）及び防災パンフレット「ダ
ークツーリズム in 銚子ジオパーク（仮）」の作成、
絶景の宿 犬吠埼ホテルとの協力連携による従業
員に対する津波避難ビル講習会の講師、津波防災
マニュアルの作成を行った。

防災まちおこし研究会
のHP（ブログ）を開設
し、研究会の活動な
らびに銚子市の防災に
関する情報を広く市
民や社会に発信した。
h t t p : / / b o s a i -
machiokoshi-choshi.
blogspot.jp/

防災まちおこし研究会
のHP（ブログ）を通じて、
研究会の活動ならびに
銚子市の防災に関する
情報を広く市民や社会
に発信する。

防災まちおこし研究会
のHP（ブログ）を通じて、
研究会の活動ならびに
銚子市の防災に関する
情報を広く市民や社会
に発信した。また、防
災啓発フードメニュー
の販売に関するニュー
スリリースを行い、読
売新聞（3月6日、千葉
版）、産経新聞（3月10
日、千葉版）等で紹介
された。

平成27年度以降、防災
まちおこし研究会のホ
ームページを作成して、
定期的な勉強会の開催
報告等について随時・
継続的に情報を発信す
る。

防災まちおこし研究会のホームページ（ブログ）を
作成し、定期的に活動報告を発信した。また、防
災啓発フードメニューの販売に関するニュースリ
リースを行い、読売新聞（3月6日、千葉版）、産経
新聞（3月10日、千葉版）、千葉日報（3月15日）で紹
介された。

これまでの基礎研究の
成果を、「銚子ジオパ
ーク講座」等で解説し、
関係者への周知をはか
ることができた。あわ
せて、本学の「銚子学」
や、地元の教員研修、
さらには生涯教育の場
において研究成果の還
元を行うことができた。

昨年までの同様に基礎
研究の成果を、引き続
き「銚子ジオパーク講
座」等で解説し、関係
者への周知をはかる予
定である。
あわせて本学の「銚子
学」や、地元の教員研
修、さらには生涯教育
の場において研究成果
の還元を行う予定であ
る。

これまでの基礎研究の
成果を、「銚子ジオパ
ーク講座」等で解説し、
関係者への周知をはか
ることができた。あわ
せて、本学の「銚子学」
や、地元の教員研修（教
員免許状更新講習等）、
さらには生涯教育の場
において研究成果の還
元を行うことができた。

これまで基礎研究の成
果をもとに、銚子ジオ
パークに付加価値を加
え、地域に還元する。
そして、これまでの基
礎研究の成果を、銚子
市が主催する「銚子ジ
オパーク講座」、本学
の「銚子学」、地元の教
員研修、さらには生涯
教育の場において地元
への還元を行う。

これまで5年間行ってきた基礎研究の成果を、「銚
子ジオパーク講座」等で解説し、関係者への周知
をはかることができた。
あわせて、これまで同様に、本学の「銚子学」や、
地元の教員研修（教員免許状更新講習等）、さらに
は生涯教育の場において研究成果の還元を行うこ
とができた。

本学が支援して実践し
てきた銚子ジオパーク
を利用した郷土への愛
着を育成する教育を、
銚子市の教育委員会と
連携して実施した結果、
地元の小学校では全校
での実施ができた。し
かし、中学校では一部
の利用にとどまった。
併せて、関心のある教
員や生涯学習の場で概
ね30％程度を達成でき
た。

本学が支援して実践し
てきた銚子ジオパーク
を利用した郷土への愛
着を育成する教育を、
銚子市の教育委員会と
連携して、地元の小学
校において、引き続き
100％の実施率を維持
する。同時に、中学校
での実施を検討する。
併せて、関心のある教
員や生涯学習の場で概
ね35％程度を目標に実
践する。

本学が支援して実践し
てきた銚子ジオパーク
を利用した郷土への愛
着を育成する教育を、
銚子市の教育委員会と
連携して実施した結果、
引き続き地元の小学校
では全校での実施がで
きた。また、関心のあ
る教員や生涯学習の場
（銚子ジオパーク推進
市民の会での現地見学
会等）で概ね30％程度
の実施を達成できた。

本学が支援して実践し
てきた銚子ジオパーク
を利用した郷土への
愛着を育成する教育
を、銚子市の教育委員
会と連携して、地元の
小・中学校の100％程
度を目標に、実践する。
併せて、関心のある本
学学生や教員、さらに
は生涯学習の場で実践
する。

これまで5年間にわたり、本学が支援して実践し
てきた銚子ジオパークを利用した郷土への愛着を
育成する教育を、銚子市の教育委員会と連携して
実施した結果、地元の小学校では全校で100％の
実施ができた。さらに関心のある教員や生涯学習
の場（銚子ジオパーク推進市民の会での現地見学
会等）において実践した。
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【社会貢献】】

H26現状
（H26年度始め）

H26達成状況
（H26年度末）

H27現状
（H27年度始め）

H27達成状況
（H27年度末）

H28現状
（H28年度始め）

防災啓発活動 平成26年度から防災啓
発運動を随時実施する。

本学主催の市民公開講
座計6回の内、1回を防
災に関する講座として
実施（9月21日）をはじ
め、7回、市内の高校、
ホテル銚子気象台、ロ
ータリークラブ等で講
義・講演した。

引き続き、市内の各種
団体からの防災講演会、
研修会や防災出前授業
の依頼を受諾、実施す
る。

銚子ジオパーク講座（6
月）、介護支援専門員
60名向け（7月）、保健
師31名向け（12月）、県
立銚子高校1年生163名
向け（12月）、銚子防災
教室250名向け（2月）授
業を実施した。

引き続き、市内の各種
団体からの防災講演会、
研修会や防災出前授業
の依頼を受諾、実施す
る。

防災士養成講座 平成24年度から、市民
を対象とした防災士養
成講座を開講してい
る（平成24年度は38名、
平成25年度は55名が受
講）。

銚子市内からの9名を
含む全49名が受講し、
全員が資格取得試験に
合格した。受講者のア
ンケート結果も、概ね
良好であり、地域の社
会貢献に繋がっている。

防災士養成講座を12月
に実施し、銚子市内か
らの受講者増加と、全
体の増加を図る。

銚子市内からの28名を
含む全99名が受講し、
受講者全員が資格取得
試験に合格した。本講
座による防災士合格者
は延べ約300名となる。

引き続き防災士養成講
座を12月に実施し、銚
子市内からの受講者増
加と、全体の増加を図
る。

市民向けの生涯学習支援 市民向けには、これま
で行ってきた「銚子ジ
オパーク基礎講座」お
よび「銚子ジオパーク
マスター講座」を引き
続き実施する。

市民を対象としたジオ
パーク講座は銚子市が
主催する形で進めてお
り、そこでの講師活動
を実施していく。

市民向けには、これま
で行ってきた「銚子ジ
オパーク基礎講座」お
よび「銚子ジオパーク
マスター講座」を引き
続き実施する。

5月16日に実施した銚
子ジオパーク講座では、
100名近い参加者があ
った。講義内容も受講
者から好評の意見が寄
せられた。

市民向けには、これま
で行ってきた「銚子ジ
オパーク基礎講座」お
よび「銚子ジオパーク
マスター講座」を引き
続き実施する。

小・中学校向け「理科教
育支援プログラム」支援

小学校、中学校の「理
科教育支援プログラ
ム」の実施については、
市内の半数以上の学校
での実施を目指す。さ
らに、教員対象の講習
会も開講する。

銚子ジオパークの屏風
ヶ浦ジオサイトを利用
した「体験型理科教育
支援プログラム」を実
施する。

小学校、中学校の「理
科教育支援プログラ
ム」の実施について、
教員対象の講習会を開
講し、その教員による
生徒への実施の支援を
行う。

市内の小・中学校の教
員を対象とした銚子ジ
オパーク基礎講座を8
月25日に実施した。受
講者は10名で、熱心に
受講した。

引き続き、小学校、中
学校の「理科教育支援
プログラム」の実施に
ついて、教員対象の講
習会を開講し、その教
員による生徒への実施
の支援を行う。
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H28達成状況
（H28年度末）

H29達成目標
H29達成状況
（H29年度末）

最終年度達成目標 最終年度達成状況

6月に「銚子ジオパーク
講座」（約30名）、12月
に銚子市の現職・退職
校長会（約70名）におい
て、防災講演会・防災
出前授業を実施した。

引き続き、市内の各種
団体からの防災講演会、
研修会や防災出前授業
の依頼を受諾、実施す
る。

「海匝保健所管内栄養士

研修会」（日時：5月24日、

場所：銚子市市民センタ

ー、参加者：約40名）、「防

災研修会」（日時：6月26

日、場所：犬吠埼ホテ

ル、参加者：約20名）、「銚

子ジオパーク講座」（日

時：7月8日、 場 所： 銚

子市青少年文化会館、参

加者：約30名）、「防災授

業」（日時：7月22日、講

師：藤本一雄教授、参加

者：高校生約160名）、「防

災講話」（日時：11月15

日、場所：銚子商工会議

所、参加者：銚子ロータ

リークラブ約30名）、「防

災ワークショップ」（日

時：11月28日、場所：東

総学園、参加者：約30名）

において、防災講演会・

防災出前授業を実施した。

市内の各種団体からの防

災講演会や防災出前授業

の依頼に対して、依頼を

受諾する割合80％以上を

目指す。

市内の各種団体からの防災講演会や防災出前授業の依

頼に対して、100％依頼を受諾した。内容として「防

災研修」（日時：5月28日、場所：絶景の宿 犬吠埼ホ

テル、講師：藤本一雄教授、参加者：約20名）、「銚子

ジオパーク講座」（日時：6月2日、場所：銚子市青少

年文化会館、講師：藤本一雄教授、参加者：約40名）、「防

災授業」（日時：7月21日、場所：千葉県立銚子高等学

校、講師：戸田和之教授、参加者：高校生約160名）、「防

災講話」（日時：11月7日、場所：銚子商工会議所、講師：

藤本一雄教授、参加者：銚子ロータリークラブ約30名）

において、防災講演会・防災出前授業を実施した。ま

た、千葉県立銚子高等学校の「防災の学び」の授業の

一環として行われた防災学習発表に対する講評を行っ

た（①日時：12月14日、講師：木村栄宏教授、参加者：

高校1年生約160名、②日時：1月17日、講師：藤本一

雄教授、参加者：高校2年生約160名）

12月17、18日に防災士養
成講座を実施した。銚
子市内からの23名を含
む全72名が受講し、受
講者全員が資格取得試
験に合格した。

昨年度のアンケート結
果、及び講師陣の意見
を鑑み、本年度の防災
士養成講座も、年末の
実施を予定している。
銚子市民を含め60名以
上の受講者を目標とす
る。

12月16、17日に防災士養

成講座を実施した。銚子

市内からの35名を含む全

95名が受講した。加え

て、銚子市在住の防災士

（既資格取得者）を対象に、

平成30年2月24日に防災

士フォローアップ講座も

開催し、46名の参加者を

得た。

平成26年度以降も講座を

年1回開催し、毎年60名

程度の受講者、平成30年

度までの5年間で合計300

名程度の受講者を目指す。

平成30年度は12月15、16日に防災士養成講座を実施し、

銚子市内からの40名を含む計111名が受講した。平成

26年度からの5年間で、銚子市内からの135名を含む計

426名が受講し、300名程度という受講者数の目標は達

成された。

市民向けには、これま
で行ってきた「銚子ジオ
パーク基礎講座」にて、
実施することができた。

「銚子ジオパークマスタ
ー講座」は、上記の基礎
講座に吸収するかたち
とした。

引き続き、市民向けに
は、これまで行ってき
た「銚子ジオパーク基
礎講座（マスター講座
を吸収）」を実施する。

市民向けには、これまで

行ってきた「銚子ジオパ

ーク基礎講座」にて、実

施することができた。ま

た、市内にある生涯大学

校での授業においても、

郷土の魅力を伝えること

ができた。

市民向けには、「銚子ジ

オパーク基礎講座」およ

び「銚子ジオパークマス

ター講座」の累積の受講

者数を全市民の1％（700

名程度）を目標に、新規

の受講者を増やす。加え

て、「銚子ジオパーク検

定」も新設する。

これまで5年間にわたり、「銚子ジオパーク基礎講座」

を市民800名を対象に行うことができた。また、市内

にある千葉県生涯大学校東総学園での授業においても、

郷土の魅力を伝えることができた。

小学校、中学校の「理
科教育支援プログラ
ム」の実施について、
希望する教員を対象と
した講習会を開講する
ことができた。

平成28年度に引き続
き、小学校、中学校の
「理科教育支援プログ
ラム」の実施について、
教員対象の講習会を開
講し、その教員による
生徒への実施の支援を
行う。

小学校、中学校の教員を

対象とした教員免許状更

新講習にて、登録して頂

いた教員を対象とした講

習会を開講した。

小学校、中学校の「理科

教育支援プログラム」に

ついては、実施主体を大

学からそれぞれの学校で

講習を受けた理科教員へ

と移行させ、市内実施率

100％を目指す。

これまで、5年間にわたり、幼稚園、小学校、中学校、

高校の教員を対象とした教員免許状更新講習にて、登

録して頂いた教員を対象とした教員免許状更新講習を

利用し、「理科教育支援プログラム」を100％実施した。
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地（知）の拠点整備事業

参考資料
7
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① 愛宕山エリア（地球の丸く見える丘展望館）① 愛宕山エリア（地球の丸く見える丘展望館）

② 君ケ浜エリア（君ケ浜→小畑）② 君ケ浜エリア（君ケ浜→小畑）

③ 昼食（犬吠埼ホテル）③ 昼食（犬吠埼ホテル）

④ 千人塚・川口エリア④ 千人塚・川口エリア

⑤ 中心市街地エリア⑤ 中心市街地エリア

◆見学地への移動手段は主催者が用意するバスとなります。
◆徒歩での移動がありますので運動靴でご参加ください。
◆服装や飲み物など熱中症予防の対策をお願いします。
◆参加者はツアーについてのアンケートにお答えいただきます。
◆地球の丸く見える丘展望館入館料は個別対応となります。

　

防
災
ま
ち
お
こ
し
研
究
会
と
の
共
催
で
防
災
に
関

す
る
ジ
オ
ツ
ア
ー
を
試
験
的
に
実
施
し
ま
す
。

　

参
加
い
た
だ
い
た
関
係
者
か
ら
終
了
後
に
意
見
や

改
善
点
な
ど
を
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
り
集
計
の
う
え
、

魅
力
あ
る
ツ
ア
ー
に
磨
き
上
げ
て
一
般
向
け
と
し
て

展
開
し
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

◆地球の丸く見える丘展望館から銚子の地形とツアーで見学するエリアを把握します。

◆津波について学びます。延宝地震で津波が抜けた小畑池方面まで徒歩で移動します。

◆紙芝居「稲むらの火」の鑑賞とGORYOランチを召し上がっていただきます。

◆海難事故と災害の伝承、安全をめざした銚子漁港整備の歴史などを学びます。

◆豪雨災害と自主防災対策、地域防災リーダーとして活躍した先人の偉業を学びます。

お試し
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0479-30-4575
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0479-30-4575
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0479-30-4575
0479-30-4809
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“ ”
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0479-30-4575
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日本防災士機構
「防災士」養成講座（資格取得）

開講のお知らせ
平成30年12月15・16日（土・日）開講

養成講座の講義の前に事前学習をお願いします

時　間

１
日
目

内　　　容
スケジュール表

 9:30～10:00

10:00～11:00

11:10～12:10

12:10～13:00

13:00～14:00

14:10～15:10

15:20～16:20

16:30～17:30

オリエンテーション

防災教育クロスロード（演習）

地震のしくみと被害

休息（昼食）

災害におけるトリアージ

行政の災害対応

ユニバーサルデザインと防災

気象と災害（風水害）

 9:00～10:00

10:10～11:10

11:20～12:20

12:20～13:10

13:10～14:10

14:20～15:20

15:30～16:30

16:40～　　　

17:15～18:15

時　間

２
日
目

内　　　容

身近でできる防災対策

津波のしくみと被害

土の特性と災害

休息（昼食）

都市災害（火災）

災害と危機管理

防災士の役割

受講修了証発行

防災士試験

茨 城 県

マリーナキャンパス
千葉科学大学千葉科学大学

千葉科学大学
本部キャンパス
千葉科学大学
本部キャンパス

病院●

不
動
産
屋●

●
コ
ン
ビ
ニ

●
交
番

タクシー
のりば

12

46 57

3
タクシープール

JR銚子駅

特急しおさい（JR総武本線）
約1時間50分

　
　

高速バス　約2時間10分

JR
東京駅

東京駅
八重洲口前

銚子駅

佐倉駅千葉駅

大栄 旭
佐原浜松町

貿易センター
ビル 小見川

マ
リ
ー
ナ
キ
ャ
ン
パ
ス

本
部
キ
ャ
ン
パ
ス

アクセス

高
速
バ
ス

電
　
車

CHIBA INSTITUTE OF SCIENCE
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JR銚子駅

●

● ●

●

●

●
●

銚子
警察署

銚子郵便局
銚子市役所

銚子大橋
R124

R126

R356

利根川

銚子電鉄

銚子市
野球場

長崎鼻

犬吠埼

君ヶ浜
笠上黒生駅

N

犬吠駅

外川駅

外川港
銚子マリーナ屏風ヶ浦

至飯岡灯台
八日市場・
千葉

至佐原・
小見川 市立病院

旧銚子
有料道路

総武本線

マリーナキャンパスマリーナキャンパス
本部キャンパス本部キャンパス

学校法人 加計学園 千葉科学大学 学外連携ボランティア推進室
〒288-0025 千葉県銚子市潮見町3番　TEL:0479-30-4581　FAX:0479-30-4737　E-mail:renkei@ml.cis.ac.jp

千葉科学大学
COC最終成果報告会
千葉科学大学

COC最終成果報告会
防災・郷土教育を積み上げた、人に優しく安心して住める地域創り防防防災災災災・・郷郷郷郷郷土土土土土土教教教教教育育育育育育をををををを積積積みみみみみみみみみみみみみみみ上上上上上上上上上上上上上上上げげげげげたたたたたたたたたたたたたたたたた、、、、、、人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人ににににに優優優ししししししししししししししししししししくくくくくくくくくくくくくくくくくく安安安安安心心心心心心心心しししししししししししししししてててててててててててててて住住住住住住住めめめめめめめるるるるるるるる地地地域域域創創創りりりりりりりりりり防災・郷土教育を積み上げた、人に優しく安心して住める地域創り

13時30分～15時50分
マリーナキャンパス看護学部棟6201大教室

▲

開会挨拶

▲

地域志向研究活動の発表………研究
　１）大学生と市民との協働による銚子地域におけるフィールドミュージアム活動組織の設立
 環境危機管理学科講師　糟谷大河

　２）スキンケア研究会による学生と医療保健介護職者のスキンケア技術の向上 看護学科教授　梅田君枝

▲

プロジェクト学習の発表………教育
　１）銚子の活性化～ふるさと納税増大プロジェクト（地域商社の視点を入れて）～
 危機管理システム学科 ３年　前田和輝・柳澤佑人
　２）温泉好き集まれ！犬吠埼温泉の魅力を発信しよう 環境危機管理学科 ３年　鎌田愛・吉岡和　　
  ２年　箱石亮　　　　　　
 危機管理システム学科 ２年　L . J . マービン

▲

ボランティア活動報告・証書授与…社会貢献 危機管理システム学科 ２年　石井龍汰・鹿野汰朗・宮内健汰
  １年　渡部拓斗
 医療危機管理学科 ２年　石井正之輔

平成30年度活動報告
教育・研究・社会貢献の平成30年度の成果について教員および学生が発表します

▲

COC+WGの発表 危機管理システム学科教授　木村栄宏

▲

銚子学教科書WGの発表 ワーキンググループ座長　松本恭一様

▲

防災まちおこし研究会の発表 危機管理システム学科教授　藤本一雄

▲

ボランティアWGの発表 航空技術危機管理学科教授　戸田和之

▲

（講評）　 銚子信用金庫、銚子商工信用組合、ガラスリソーシング㈱

▲

閉会挨拶

平成31年 2月20日水

５年間の総括
４つの活動についてワーキングリーダーが発表します

お問合せ
申込先

第１部

第２部

●●長崎鼻

外川駅駅

外川港

キャンパスン スパスパキャンパス

■千葉東京■

横浜■

千葉県

埼玉県
茨城県

東京都

神奈川県

イオン
ショッピング
センター

平成
30年度

銚子ドーバー
ライン
千葉科学大学
案内矢印アリ
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1,500

銚
子
学 銚子学

― 銚子の自然・産業・生活・歴史文化 ―

千葉科学大学

…

◆
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一
部
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好
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中

◆
銚
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大
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銚
子
の
海

◆
銚
子
の
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◆
銚
子
の
農
業

◆
銚
子
の
水
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業

◆
銚
子
の
風

◆
銚
子
の
火

◆
銚
子
の
気
候
・
動
植
物

◆
銚
子
の
商
工
業

◆
銚
子
の
観
光
業

◆
銚
子
の
医
療

◆
銚
子
の
福
祉

◆
銚
子
の
治
安

◆
銚
子
の
行
政

◆
銚
子
の
交
通
・
運
輸

◆
銚
子
の
食

◆
銚
子
の
経
済

◆
銚
子
の
醸
造
業

◆
銚
子
の
人

◆
銚
子
の
伝
統
・
文
化

◆
銚
子
の
ス
ポ
ー
ツ

◆
銚
子
ふ
る
さ
と
大
使
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